
め抜放し lzO7C で42煉したも7)ち.'川ひろ.

川 水不桐 の愈A放

球中共flC5-08gを,打生 して 】-色代 7)水を加

へ Zが Cにiiめ研 削 めけ上した{-ナ柑韻でtr=F

セ51LbL 4eL,の水で手套涼 し414yfHrC で 51柑

免放してfシ ナ - a-中J=一故地正枝拝JtL托モ柚'_,

i:放す｡
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電 気 雷 管 に 関 す る 研 究

(和 知 2日 FdJJ21H 柔 和 )

岡 崎 一 正

(米Xr大かf;-エ4I帯火好恥itF.)

第三銀 白熱電気℡管の監火時間及び監畑時間の測定に就て

I fF I
屯京町廿か班 火性及び相 性にBiF怖する尤甘T=輔

である.雌雄扶糊 を虫火兼とする欄 粗 目の芯染田

TE矢田廿に電誰(._/払じ飴bてから払火兼が且火すろ 廿に封してはJq,b.軸が拭hされろ迄の丑P糊 を芯にして

蓬の時糊 (点火時間).最火tが亜火してから良性I抄; m弘的な批 b･ら屯火時制と脚 との杜嶋の虹が

煙暮してt締h:切ホされろiiの噂瑚 ぐちは時間 等lt 求められていろカ:A+の洪舟にBEての約1fの正村 定

./



I7.) エ実 火 現 品 曾 tt SilOや P 4Bt

丘かないTJて耳aナ-/i,I,y77t･肋Lて狭n:刀,lく2!

苛三好廿の正浩に上る垂火I輔弘 払喋時判事7T･滑定を

;くみ1ニ

Jl t漢 方ま

Ju t乃雌 に上って頓 T/E'm lLL･主.=

,なり飴bるBJL見出して邑久剛 は .軍には伽 :成井

して電虐5;iZ)放され任つて拙 胡 され7.ことに上

って瓦曝婚liP_,T3妓J_*プL,aTタ▲から汝めんとし

た,オツシY'′タフではMql謎監枕町 ヒカ:電池 化とな

って現われろqTJでもろから官始D近状亡化に丘 じて囲

柏の慨 化が認しくなる1うにT=挺7)･J､f=ろ近怨む

御 釧 lしろべきである｡ I)JVkopLは何.Jな方iF.'C

寸ツ5,I,y77に特別flJ*福熊ZEを作用していろか.

花成オツ1,I,′‥ に放てL,.･J.{レーダ-のm Lt

7l)牢にし,11つ玖火官iilの徴 が小でも1J=ら'･',か

ゝろ朋 皆王を仙 ･1=いでも芯誰の排 すろ点Ẑ充分

に脈 ナ ろことbIJl悦 ろ｡憤 熊Rの大執 '･El'の如

くも この埼令にEは zS-2V QT'可池とした_光一r

箱7-､にZ<‡Ig)扶抗とu一柳 正統を卓BEL可隻抵

抗 R.--,姻 して区報にFl詔の常洗う:洗Ltろ上うにし

て書き.夫に甚轍 をP的 とIくIntbのか作･三助と

同一にしこズflに.d を近t:,Ta前 D退虻上界にころ

名状e!化.だって缶詰乃亡化由鞍を寸ブシt'′クフに
て光a,した 叩 .まSCOナヤタA･乃f文奇跡 ･ここつ

てh!態した

六m gL町℡ (4尺如 け)S･Liftとした三･けちれ

た℡強姦現に放て艶 組々 拙 t2執 二果汁ろ脚

朱の托nlを容易TLらしDろJSに同税18枚及び六凱 1

詔V.こして弥qt先と榊 とか捌 して1=いitfT(Ll

T2:fL室田管浅井と論定1-ら)に封する苛bt弧線七も

深yJtこ.

皿 書抜博果及び考案

J_む つ秤の拭fIの措いたqi淡此奴の形を一姫Pl耶す

れIf恥2の如 くで火→太ヽ甘跡 土喝'Jg甘の,=-Aの

E校.王室百や扶fIZ).打抜.王領絹尽空2)-1讃邑投を炎

わす(出しSNにri菅又の時脚 巴形を省議したlo之

等のらtiを止せするとfE篭買取 1.<重苦℡スflに放

てi.. ′ ア ､､ー~m 7｣ 守 町( L-

は確撫J)]'淵 に雌 う･辞し托頚の細 事は在京のそれよ

り火である巧に初めは苛で早gZTJ埠合･二光し官紀の浬江上外が荘オ･でもり.

若し乾の性鴇巧n･'d塀,摂火力:逸らf=けLL:二苛切取

現LD齢 とRi21+L日向の島松_41まCGを稚

く'.,Dと思われ,-.9:tだ.=は'=LZ'k･WCL)の如くCに於て里蓋し,f:'J言打では象だ･二上りD･二

放て馳 胡 きれ,迷信汗i(tIで･は電藷が鎖 しILこすれば打.=二本の空堤で′六十如 く EF と.～J-JL

Ef=ろ削 ､虫を托{屯相中EED事合の虫執 こ｢缶するにtlろ｡故

l=2,号の曲J急の,V恥 ･らC附まで艦 が21火し胃5m に

脚 如:加わって硝 D道理上井事=:急･こ火となI),従って曲椴の勾ほを9:-'-ろものとat.3[ほれ

-y!l=挙fGt押tfI.D廿合ではEに現車が羨んと

射 してTEか ;その悠或溝を於 も姐く受けた薮を'示すものと見放

される｡牝の椎Siに封する拾抑 ミやらく珊くとして.ERLこ於
{Cが脚 の野火したZhを示すものとして/ドI,_tを軌火時弧 I一- I-,を脚 を肌 'A-1'!'tF

L頻の放牧7川 とし た 'rbして兜の埠合にgTrm艶火'JJri

lK-r: ' ド .,･- こ託す如
く7ほ の乱れ鴫 くなった川近の払 AW と H とを鮎'.和知 喝 破軸と空ろy

Lを A′とし,A′Zi.flC を炎 近々n的にtlfnと

見位して夫のillく脚堺に3tt

uした.入′,a.Cに於けろ芯辻の憩芸を夫

Jth･Z!,Ⅰユとし,̂ ･から 13迄に供輸=れたち法J畑 を t;I,

IH ･ら C迄のそJtを K"とナiLlfに_h:,+K′′



鰍 こ*ツZ,廿ブタ▲上で (I,(!,/事及び II,12,l)を

甘刑-Htは上の (I),(2)Ztぴ (3)式から Kが求め

らhろ｡共にLtの Kの伯を J(-it◆に入れて平均ま

砲℡淡 rS･持ち｡

桝として初蝕 ;08A 及び OiSAの中合に設け

ろブ哉 官JL℡書の刑■のLtfIにtH~る t及び-のせ

苅虹並びに上の如 くにして持たJ{及びfの計3F班を吏

lにだ:千

塞tP付加 に刊 してい ,i-茨L<Tの位につき上芸

と埠.三河拝''=也東J:Nら11,だ一二tとの特会には丘さE_D

桝 也軌 'Jlとして鉄;q fl中の号 人山 はCFtS,王‡

小や 8⊥1m■,甲棚 】D'rzd を持た.

かくLb如く恥 1L*4-でlLつ;qiJjlfたんとF11等'.I

只fl'ilで島火時払 干上潮 波等3･古■カ.なり失ろ

R I

t汀のセ tI F'.- 2V .初tiZI-つJu の巧合

t L T 甘 出 火 坤 q む LV77弼 ふよ1Jfjt 卒句法己
n ct rt l ･ k モdtl

(Nn lm ■) lnrl) †m肌､句 (A)

Z41 日 0 102 も32 087

Ⅰ44 】3 1 】05 も.日 068

144 】72 102 T=8 0.85

!12 ]40 77 6.11 0.67

日 2 165 t75 735 067)41日486 6ZX) 069

14Jt l12 80 も80 069

J42 zS8 98 722 068

T14 ]64 7.0 735 067

Ⅰ37 16.7 6.0 781 065

138 Ⅰ26 7.0 576 0W

137 )38 !20 623 O69

141 rl･1 94 528 068

E小I l･14 7.0 648 067

132 L:18 86 S8つ 067

135 lJ4 132 681 069

]42 18J IO8 898 0 70

7E均 147 9】 る69 0 68

LL-lSV,lol･05SA の 4 分

J31 330 9-1 7.日 0 .,7

)34 324 9 8 7 10 0 .i7

J34 367 9 0 8.38 048

J3与 220 】36 484 0,17

131 290 7.9 649 0.与7

]39 302 91 679 0_17

J3I 420 1〇一1 9L8 047

F38 3TS aS3 7.76 0J.6
lr34 30.5 H2 679 047
平均 326 106 7.2O 0.17

jDは電柵の'd性及び雌 沈凸:不同であかは勿jiである

が共他1･_として苛税の形状,屯細と脚 との奴頼妖好,
或は糊 の鞍蚊噂に,又一浪に弘L=m l.倣 時間等

の差異は機 丑,地類の7tまgによるものと考えられ

る■

以上では言切の技Dilt悠81人のG哩に上るものとCi

定して領 の古拙 を似て馴 を実めたのでもろ

が闇 の淵 が淵 に上る書含むち肋 朋 に発行

する野合求.工機 の出 生成だ1に上るとPiJJ羽 に

先行ナろ埠含.二は印 の邑火放電襲 うtl される蓬の

時勘を以て丘旺l与mとすらことほは煎-=いのてこの葛
をEl染し.Lくてほならない そこで六:亡電文芯廿と峯

昏℡共科とT/苛皮狂桝 m)職 '_,ヨt一缶bてから電

改ま:EJFされろ塩の皇J与邦 を比設し̀二 重芯℡Xfl

ち符合には羽 のSrJXは明かに畑 又.ま卿 の軸 に

=るEBiである.

兜JIJJ8台Z)他 力法はれと略.三河Eで3>ろがミfBの

班 化に上って可読カ:斉しく巴化すち丑公はJ=く¥

ろ可iZSがこ折されろ鑑の余fLを竜じて一妃のE売9-L荒

れろようにする方が応合かよいのてE張をLJ:九も℡東

に到して儲 D故m 化に上る野fT_･無糾される朝生

に琶Si筋管以外の取持の政次を火にし,従って電宅の

大なる電潔をPEJいた.E5)ちgh のに/_,Stヽ'の耶 泊

とした,

かくして三村超した六挽riLよ詔甘及びqL=℡拭fIの苛

懇切抑 ‡間Jf火2に示す

# 2
汝 正 せiA(_1)

六熊でtLVT甘D
fZfa切Ef叩m

ttntT

0.7 t〕6

ヱ23 263

ココ0 259

22] =93

:T 302
222 216

227 290

- 272

卒J'J13.9 zT2 727 27,5

]35 J77 258 6)8

)39 J90 309 .;32

)4Z =O･1 354 467

- )9丁 3811 358

- Z90 310 430

4LJ'.JZ30 [92 J29 ▲始.1

0611及び 07̂ に放ては的試fm の切bi時間の開

きが大で曳恥 顎は切帆 こ起れることが卯EEであるF･

O8.1以上に於'rは切軒時rZJlが&近しているので08A

以上では細 が醐 1こ先行す1/117荘姓がE8められる.

併し在官甘Pi科では玖火刑 l外の貯畦内力:雀洞にlzっ

ているのでその彰℡が考えられ堺に柄桝 の切BF時

rEllを比なしただけでは正aな鞘安が出来ないので垂℡

℡只柵 こ上らないで六奴u fZl肝だけでILB族にこの島



TT2 エ * 失 禁 払 甘 牡 鈴 lO杏 節 ･i批

I,64めるiSに甘地 (紺 の抑LJしても引立鑑)J-Jこ

甘い轄書拭ナ11を雀きその上Lこ棚勺00,5mm の舟

tattiをQ附けこのh操を従tZiと並河 こ*ブシPグタ

フの羽の1.JンHこ入れ 耶 耶 ･に句法を盃てる

と5q時にこの91til=暮■=)2Aの電動 :漣LLろ三つに

し.挿ldIこ於けTJ''E決議苛の状況をl･1時に盟影して電

'*書付の7枚とこの物 とのtr他 を蛾 した.そ3)

tt取去72空包111-ftを放れるt･LA' OーAでは柄恥 :

FZrに七井 し,■･8A llJ='erf榊 の馳 て足れてt

iDで,こ･'･お'甲からもOeAl⊥11.では.負Jh :邑任や

群.こ先ん lp7.ものとELわれろ 'dして粥 ‡に稚.ブたJ.,

ぐはZF租 亙℡淡としていずれte-.4似TのJ8台で

きるから馴 inL蛾 することf=く,在って-を

▼州 としてEJt七･L･であろう一

rT 揺 す

兎火兼JJ悠獲れに三って可IZ)抜放脚 か爺加し

缶JJろ兵セナツi･-′タフで柁えて軒火榔 胎 R'めた

のICあろうLtの_% ¢ちBElの電池 ti中7)缶CとtE

巾l=払火Iの艶火生色の払とが正嫌に十玖するか否カ.

若干の脚 力:tfするこ押し牝の)}他 では出損にllL# lこ

たるのほ頚CでもIJ,又tr府に花肋 骨をrα列に荘臨

してifi涜m で珊 させた銭架からも旬謙曲位のこの

明EEに勾ZEf_,E!i:脆めた弗C鑑の吋rLZlを弧火r与榊とL

て-̂{=ろZE方はない上1でもろ 式に阿KのC五･らD

蓬の耶 )を丑呼l糊 としたう:i)ltは粉のl雅 に上り電

拭う◆t稚 された恭'=折 にはElの点母b･ら蓄千時神の

選れかもり,こ乃時'1.1を正しくは醐 珊 時間と云う

べきであるE拝しL∈伊:正蛤での■丑1こ封して肝旬にf=

ろ6.はEの脚 では1_･くしてこgI,t覗か珊 され

ろ蓬の特用であるのでj:をt3早l二相 特即と云うこと

にして丸逆した 的 54の批 判 に先行する斗合

には硯 甘皆のm にBlしては最tp‡T:Jはその又史瞳

を失い,花火g!D戦火彼輔 の耕 すろ弦71.1胎 毒

W i.='1.こ代り,lJJT･･Bh 有としてJ-(技に*ブシpTタ

上土･ら求められ7J ･之は棚 坤TqとBtOt汝の払言に

よって著しく封 ヒrろものである｡
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